
た私産 の蜜巌状 況 カ＼ら裁 ても水田 はかな ()墾賓友鹿登 を占めている ご とかわ

かる o 各里 の塵 鹿 か廃 ってし､る点 か ら叔 tも古 くか らの東 の番地 で あ,,,産ニ

ヒが し､える ¢

衆寮 重水 か ら叙 i==姓威 捜

索寮弔歌ぼ水窃池番 にお い て 塩素 も隻数 意生産葦原 で あ f),蜜か ら数 多 く

の務 薯が老 め敵 軍 の刺 客 喝風 を反映 し1産 フてい たD I-展 に廉 ノ魁癖で 敗威 紛

舟立や大 き く ,鍍金腰溺な慣留 が温 珂する といわれ て いる農衆 確水 の雄 性貧
お くか らか Jく項放冷 である麓 谷 敗底 の濃紫 の中で どのよ う‖ニ表 れ [=か き谷 口

問題 を中 心 に調査 した｡ しか し谷 口研磨 に璃 しては袈 谷 の大里 野水 に含まれ

ている大 橡 闇で/地底約軒立 という飼水 の -叡 軌 経路 の鼠),Lを顕 る こ とばで

重なカ＼っr=Oつま ,)ノこの地底 Iま轟 業 解氷 の佐藤 として は 胃底 の他 の胤 塊 の

藤倉 と比 べて /か な ()摩殊 飽 な 量のである とい うこ とが で きる D

地裁錦村 立 が 少なか った とい う ことは.嵐 叫の嵯酎 こよ って唐 が t;フK馨 の

姦私 が 大き <淡水や星 ぼ､っ か しは､しぼ摩 り{=O この こ とは 蒐 JFtか ら取.水 して

いる六感 の賂 庭 の地底 に常 に剰塵また姓頗 奮 立与 える とい う もので妾 く こら

しf=白線米審 に終 しては ′金 ての堰 が東風_の悩 み をJL,-)tお ()′勉 奴的 な本

革 容 が廃 藩 で 恵か っf=こ と′歴史 的 に裁て /土工戸廃水ことお ける泉 紅顔磯 感 の

裾速 に よ (),最 下,% U)塵 が かな ()項刺 に水を勝 られ る虜麻 にあ っ t-ことな ど

奇 か射 也底 ,*対立 を激 化 させ る ことが,>な <現 象 に象 っ左 , これが倉 73簡腰

のぬ鼓 し左大正 束 -瑠癖 細腰 の酵武 に′好 )Il水利 の萄 轟が'賓斬 5れ /軍 の痛

め制度 が連動化され る息 ど の水利 舟 政 の.客求に見 えられ るな ど静 々 の蕗件 が

璃利 に作 解 し合 し､.水B3の鮭麻 密産 (-L多夫 の勘 亡をお ろ要 象 を水 田 勉轟の敵

嫁 が′ 帝水 問題 の解 釈 をJiE且 Lf=と番 え LLれ る 一

都 市化地域の地 域性

- 漁 巣 市 と北 恵 軒 を例 lニと って -

宮 路 由 利 子

敗 亡 め に

讃象 勉盛 の敦庫 にあ たっtは . ど の施鹿 でも鑑象鼻 緒 軒象 ヒ象る ことか らノ

白身 の都 市化 に対･す る周 航 とア イ- ル ド､へ の象徴 を斉 癒 しノ さ らに地腰′動 こ

多少 と弘毅仏 変もっ r=妃毅 として魂 蛍市 と光速 町 を温 んだ ラそ して この都 南

虹鹿奴 の姓 威 塵 を出来 る取 ()克 明す る こIEを讃鹿 野腐 としを ｡

常套 地滅 ぼ ′ ほ ぐ尊 意展 の弛廃車 に私選 し東京 を勘 亡 とする f ♂ k雛 の画
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均 に ある ｡雨 着 ′ 卿 の中東 生野教 義舟顔 ヒ暫盤 / 7号 線 (平山並 .)が翠 断 し

て いる｡務巣宙 ぼ ′面膚 3∫､5-/kが ′ 人 口 32.4 ヱよ し酵上知 3占毎 ).北

本 鋸 よ 一 面碕 /デ､占3,kmフJ 人 口 /∫ノJ7チ3 (鰭知 3占卑 )の町 ゼ あ る0

番塵兼 底 の畠釈貿魔

.工忙 :T:;/

露 産地城 は/大宮台地 の北部 と絶 叫及び宜 笈 川 の沖藤 池 か らか J ′九 泉断

は鍵 ど 霊地 の上にあ ()′底兼 高 は台地 の北嬢 とゑ産 出虞が鮭川の沖′穫舷か ら
A-I
/,i:L-,～い:4(i)､フ＼ー

台地 恩寵 ヒ高 く夷 へ だ､ふだん低 くな っ こお(), 台 地 の簡 線 吐呼腐 香 に対 し

て車 上哲を斜 面 をtl工ノてし＼る の に射 しノ東蘇り′北東 は漸 次沖 療 軌 二移行 し,

学 ,flj･塵･-J軒右 枠jl:-華で あ る O

こ 7丹 三強 を他 うI-//,,分線 に よ っ て′上底 老兄 ∴T也､吉日也/昏然塩_防 ノ井原 各 牡

そ して淡水不 頁鬼 の _I-っの凡例 ヒ分 け た .

丑池野

大 宮 台地 の南部 は肇毅 爽平 氏 によ っ て.下 東 宝面 に相 当 す る とさ れ てい る

が ′ 謁査 地底 は′姓雅,尊蕗 に-tL地質 孝和 こ引 まっ圭 ,)L_た塵が知 られ てお ら

ず′ヌ ′通 告 を露頭 もみ られ な い ので.他 g l£正 一.I)ング寛柳 こiる 二日 ニ

t ,/:=ク

潔 さ よ 5- l･以上-lI'ま′王威 は夢 .砂 蟹粘 土 ′舛 " Lo,V滋 --乙′ノ4- ･t77ZZtl

･p-～㌢′-a- しとな って し'るので -風 圧 の台地 を作 って し1る もの は ′洛韓平 野

なし･､Lは河 )tLの 下風 の氾 濫尿 の膿猿物 と者 え ら九 る o これがロ -A をかぶ､つ

て fj敗北.して いる o

工′二･て.1ミ･

泉 日永 太 V)気候 ビ /北Jあの嵐 が遵産 声る ことが藤 色で あ ().防風紙 の立米

なこLのか多 い 0

人棄凝塊

魂兼帯 .北 泰衡ヒi 古来や 山 鹿 の庖 駅 (又 is:者 湯 貯 )と して凍 え左奥温 e)

麓 疋鹿 をILプ tいる ク腐親方 は/ヒダ 蕗武 俊廟より家 人微 の卸 ヒ して知 揖 し

軌 条三太産 着 の酪 --V̀(_凍 也 らhL.級 人 務 はTAく海外に こL廟 出 され た o Lか L/

淀之次大鹿灸 は姦 しく､‥費 えノ 略知 clP葦 の /町 ,r ケ舟 の卸舟 各席 による市制

施茸 以来 ′ユ易理 数 に商深 奥虜 にそ して帝街 艶席 にカ を八 九 ていJb .

-カ .北 塞斬 改,江 戸藤正 に於 て l今 の卸 の中虻､で あ る北ふ 膚 が膚 歌 と し

て凍 え /痩長耳 間 に宿駅 を慮廉 市 に移 したが ･療募 ヒ Lt長 く連 邦 に知 られ

て いた ｡ 賭御 /81各 ′ 石 戸ノ軒 と中丸村 が 合併 L･壬 ,あらた にj鱗 顔 射 とな ().
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昭和 3 4L盤 .町制 を施 脅 し.=lL太轟雨の名称 を.jL本町 と放 あこ後 産 に盈 っ

てい る ¢

洩廉市 !北 永 野 摘 農業凝 寮 老 人 再 卦ヾ産 廉薦 裳磨 ノ玩 のそh･･そ､杢孟 3髭 ,jo,
′ニ/ノ

f アYoを古 め こし1る点 ゼ/ こ の強豪 で 定演 糞 が女 塵 と塩 っ こ｡ 為か ′ 温 新巻
t舵拐rT:～)0好 )

の感加 施工鏡餅敦 の渡 虜 に よ って ノ牽莱 t,7,兇変 はた＼/i_だ＼乙′小 き くな ってい る

状態で ある ｡ち恵み に魂 泉瑞 の巌 窯 紬市 民頑償､ヒ於 で ′エ輩 のそれがJO､53t

と, /タJ 3;Jの薮案 を上 屠 って い る ク

ーJP葛餅 塵 面魂 底 ′ 鹿腰 帯 で は /節 /級 /九本 卿で は/ 夕顔､ユ毅 (商者 L-

:L 3ご各 の巌j日 で あ {)ノ五 象 壌作励 ヒL/て/前者 に ば ′ 水 府 ノ蔭頑 ノ大 豆ノ

甘 藷 ′/ト鼻 ′野 菜 が あ ')′庭 番 に は ′ 薩崩 ′大嵐 ′ 小泉 .水府 .野 乗 ノ丸 紅

が あ,5 .

- カ′ユ嚢 として ぼ ノ 腐 廉価 の邸 盈戯 糸 K,K漆 巣工 惨 による廉廉 工糞 が主

な並 のであ ,),他 は帝 政 七九 左工藤 ヒ しこ宣,中 小風塵 の竜のが 教 ど ゼ ある 魔

息 の 後 衛 ipL於 い て ) Q

帝塵 敗境 の敗壊 捜

圃虞 勉鹿 の風貌 によ って ,次 の よT,怠騰 色 を知 り膚 産 ,

吊 桑 野 が薮 少 し-Lいる段噂 に ある

この地底 は′兜魯 鈍 仕登 か ら埼義弟 轟濁 度等㌦煎東灘 へ の漁勧 鹿 媛 とな,)

かけで いる ことか ら. 鼻糞 の労穆 カ が究終 [:威 っt き⊂お (),

･手 簡 のか ĴJ＼る奉養 は蒸栄 鹿家 と して や っ

てし＼く こ とが 裏毅 である ので桑 園が鹿 少 し. そ の炉 )/=あ る温度 療 威 力 を取

入れ て首 蘭 わか からな し､しかも収益.の鼻息 して い る 睦田 の儀 愛車 .都 市 向 け

の兼 寿 ,野系 .栄樹 の轟鹿 が ふ えtい (傾 句 にあ る ､ 又 .震 動 ま. エ虜 用地

tこ:b変ノ叱 している.

(2) 都 債 仏 による巌栄 の慈 善動 態 の変 成 が儀 塵 や観 衆 ′果樹 裁膚 に は審 し

く泉 われず′ヨ乱夢 の増 加 に よ,a労廟 カ の不足 皇解 演 出来 る睦軍の磯加 に窺 わ

れてい て /副次 助 走 竜の ヒ Lt花芽 義 盛が ある こ と ク

線素AZ,(#粛 裁 壇 は′将来 を/LfJIL,増 加 しこ い( こ とが孝戴 され るが ′硯

産 は一顧 に小 敵磯 で あ 為 o

L311t) 工場勝家 J 都 埼計画 併進腰 L倦 めて いる こと o

この絶境 は.爵 路線及び周 塑 /7号 級 が､噺 の車乗 を東 新 L′展 南畝lび膚 ,蘇

鞠 への蓮華地底 ヒして .又 , エ寮 ,凄産 塵 の生 産都 市 と して腐 選 曲 な凝展 を

潮 路 きれ る施 巌 であ ().L凝 番数 に ついて は,藤木嵐 の多 いjL息 卸が⑧ 象 の

温 灸に黍 刺 ヒなるで あろう 昌 農 産 の と ころノ詞容赦鹿 に 尊家 まれ た エ藤 牧

p-9--



車Jhl壊 新穀 と､ゼあ る｡養 い空 地 水少 い凝 ビ ある o )春 宵 計画 夏見 る と.都

市計 蕃療藤 のエ 寮 が庵 め られ こ し､て♪そ の /つ大宮パ イ/ぐス (大 富-嬢凝 間)

が藍巌 し′ヨJ7年 のf河 に正 宏 に碩温 し左 ｡

･Z>疎 はさらに 払底 蚤産 によ る 星組 巌 ㊥ ′ エ傷番数 に庫 ろエ各団地 の王を巌

の計画 IL展 癒 され ′ノ酵兼は鈴屋都 市 に達磨 履 するこ とが 予感 さ九 る e

埼 玉巣東南部低湿地の土 地利 用

- 舟 王異感 息 市 の湯谷 -

-船 越 浩 子

調査 牡鹿 は ,卑 壬廉 廉 南部 の 利 御 L, 患 )日の造 る坤慮平 野 に慮 る 人 口

F/.389人 (娼剰 3占年 4L巧盈 在 )閣 僚 占L9′39 A7n2の越 谷市 .束斉都 疋

か k潮 見5-/<7n の牡鹿 にあ ()′康 東銀鼠 利 鞘 で産賓 か ら ネOh農 産 の ところ

J:ある o 私産 川が 赤化 かL;東南に 向 って賓 泉 ′東都 委古刺剰 リが/南軍 を感

顔 ))iが 乱 れ .多 くの酎胡 フ]く蕗が 走 っている｡乎 虚 な水 軍他 車が恵 が り/泰凍

上 の廃 線 と息る東武 鉄盤 ノ四 号 蜜塵 が寿 内 を継足 し.そ れ らに法 って布衝 が

jW,あこされ 亡い る♪通 年 ノ素点 を動巳とす る艶 麗工蒙他者 V)同地紺ノ 酎 く絢鮭

iu状 題 の ため /庵 を泉内 への工 場進 出 は窺-しく/ 嵐 谷 毒 への､進 出 工易 教 も .

賂和 3享 年項 を壇 に急増 L磨 O.二ノた . 東 京 に並 い商 都及tjiI安 東通 風 に治 って

都 市化 が濫_み oつ あ (),藤村 の 土地剰 碍;Lこら した新 しい厨 子の隼人で 変 ()

つつ ある o

/.越 谷 毒は .空目ILの渡 搬 Lf=砂 ′膚 土が健康 した平 均 漆腐二鳥度 ム 2 pLと(､

3沖腐 底 地 で . この 沖境地 の徹 也取 外額は .路地 (及 肯 湿地 / 旧打 直 ノ吸

汗漫 )と微 意 地 (色感堤臥 人 工鹿 土地 )と LL-｡ 畠賂後 絹針£磯 11恵 く(低

地 との比 嘉 顛 ク､5- ヱ 飢 )鬼 廃 し身蓑LII,/i,Ti在 は ′ 主 に畑 に刺 印 され .庶

藩や 好意 感 の立 勉 とを クて いる ク人 工盛土 鹿 は ,遮 出 して来 る工場 が 水田

勉威 ヒエ虜 立勉 に嵐 するよ う盛 上 をするILので ある ｡鹿 骨湿地 は.霧 上 野

そ ,よ と新 酎 こ刺 周 されて いるが ′ この澄勉 には 沼;-R組 物鼓峰 の膿腐 し

た飽出 藍炭 鹿が広 (介,1:IL,土 嬢衆庫 は悪 く,束 の夜著収康 慶 は低 い ｡

方 この鹿鹿 は′お節 /町 州 の氾 濫_で知 られ この こと酎 吐東 関 輿の* tに闇

題 で あった .3 江 ノラ酵武k江 戸 の象替地 の椅藤 .洪水 防禦 を冒 鮒 と した藷河

川 の杵 哲工藤 ′改修 工夢かArTわれ ,嗣凍 水 系鹿 も廃 立 と来 た o 弼敷 以後 ′

後産 に蔓 る護で .土塊 秋冬が巌 め られ て いて.不壊 土 煙廉終 蛙 .階層 の廊

何 を闘わす∴ がな ｡克 臥 され ,こ の ことは. 凄 楽 へ の蛮力 ,鹿 威 力の番 人

瓜 が温宙 の巌 劉 射 こよる虜作 を 町亀 に した ｡風 塵 一虜 摺亀 の離 -/37,離 (
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